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映像視聴によって実験的に喚起される
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Using film clips to elicit emotions is an important method when studying emotion.
However, only a small number of studies have investigated the persistence of emotions from
the “core affect” perspective of emotion, which states that emotions exist along the
dimensions of pleasure － displeasure (valence) , and arousal － sleepiness (arousal) .
Further, there have been no such studies conducted among Japanese participants. In this
study, we investigated the persistence of emotions elicited by film clips among Japanese
participants. In the pilot study, we selected five film clips (positive high-arousal, positive
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low-arousal, neutral, negative high-arousal, and negative low-arousal). In the main study,
we assessed the participant’s emotional states four times (immediately after the film clips and
at 3, 6, and 9 min) to investigate the persistence of emotions. Results indicated that
emotions elicited by film clips were influenced for longer periods of time by valence than by
arousal.
実験室場面において，実験参加者に数分程度の映像刺激を視聴してもらい，感情状態を喚起す































































実験参加者 関東圏の国立大学に通う大学生・大学院生 32 名（男性 15 名，女性 17 名，平均年








評定用紙 実験参加者には，以下の 3項目で構成されるA3サイズの評定用紙を 9枚渡し，映
像を 1種類視聴し終わるごとに回答を求めた。（a）視聴経験の有無について，過去にその映像を
見たことがあるかどうか，2件法で回答を求めた(3)。（b）映像視聴後の実験参加者の感情状態を





























を算出した結果をTable 1 に示した。Table 1 の結果から，本研究で用いた映像の中では，快得













実験参加者 関東圏の国立大学に通う大学生・大学院生 31 名（男性 17 名，女性 14 名，平均年
齢 21.48 歳，標準偏差 1.57）を対象とした。実験への参加は，大学の講義時間において募集を行
うとともに，個別に協力を依頼した。
刺激映像 予備実験より選定した，以下の 5種類の映像を用いた。すなわち，「快・高活性映像」





た，視聴 3分後，6分後，9分後には，（a）Affect Grid と（b）思考リスト法に基づいた自由記述
（3分間の待ち時間の間に思い浮かんだことについて）の 2項目で構成される評定用紙への回答を
求めた。なお，（b）の自由記述に関しては分析には用いなかった。













析を実施したところ，映像の種類の主効果（F(4, 55)＝ 15.36，p <.01, ηp2＝.53）と交互作用が有
意であった（F(12, 165)＝ 11.16，p <.01, ηp2＝.45）。なお，時間の主効果は有意でなかった（F
(3,165)＝ 1.72，p >.10, ηp2＝.03）。単純主効果の検定を行ったところ，視聴直後，3分後，6分後
における映像の種類の単純主効果が有意であった（ps < .05）。また，快・高活性映像，快・低活性
映像，不快・高活性映像，不快・低活性映像における時間の単純主効果が有意であった（ps < .05）。
これらに関して，多重比較（Bonferroni 法，p <.05）を行った結果をTable 2 に示した。
Table 2 から，快映像や不快映像を視聴することによって喚起される感情状態（快－不快次元）
は，視聴直後と 3分後までは維持され，6分後にはその効果が弱まり，9分後には平常の状態（5





散分析を実施したところ，交互作用（F(12, 165)＝ 1.36，p >.10, ηp2＝.09）は有意ではなく，映像
の種類の主効果（F(4, 55)＝ 6.76，p <.01, ηp2＝.33）と時間の主効果が有意であった（F(3,165)＝

















ここで，快－不快次元に関して，Gomez et al.（2009）では映像視聴後から 10 分後にも，快映
像と不快映像間で有意な差が見られたのに対し，本研究では映像視聴 9分後にはいずれの映像間
でも有意な差は見られなくなっていた。この結果の不一致に関して，本研究では，約 2分から 5
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（3）過去にその映像を視聴した経験があると回答した人数は，「1. M-1 グランプリ 2007」が 3人，「5. キン
グオブコント 2010」が 3人，「16. 実録灼熱街頭シリーズ 四輪之旧車魂 ヒーロー達の宴編」が 1人であっ
た。このように，視聴した経験がある者は少数であったため，分析ではこれらのデータは除外せずにす
べて使用した。
（4）本研究では，実験参加者 31 名全員に一人 2種類ずつ映像を視聴してもらったため，収集したデータ数は
62 であった。しかし，映像に不具合があったデータと，途中で参加者が映像の視聴を止めてしまった
データがあり，それらは分析から除外した。よって，分析に用いたデータ数は 60 であった。
映像視聴によって実験的に喚起される感情状態の持続時間 41
